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は
じ
め
に

　
日
本
の
ダ
イ
ズ
の
８
割
は
土
壌
水
分

の
高
い
水
田
輪
換
畑
で
栽
培
さ
れ
て
い

ま
す
。
生
育
初
期
に
は
特
に
湿
害
に
弱

い
の
で
、
梅
雨
期
に
播
種
さ
れ
る
ダ
イ

ズ
で
は
湿
害
で
出
芽
不
良
に
な
り
や
す

い
と
い
う
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

出
芽
不
良
の
最
大
の
原
因
と
し
て
、
種

子
が
急
激
に
吸
水
す
る
こ
と
に
伴
う
傷

害
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ダ
イ
ズ
の
種
皮

は
薄
く
て
透
水
性
が
高
い
の
で
吸
水
す

る
と
急
速
に
膨
ら
み
ま
す
。
一
方
、
種

子
内
部
へ
の
水
の
浸
透
は
緩
慢
で
す
。

こ
の
た
め
、
水
分
の
多
い
ほ
場
で
は
、

急
激
な
吸
水
に
よ
っ
て
、
種
皮
と
種
子

内
部
の
膨
ら
み
方
に
大
き
な
差
が
で
き

て
種
子
組
織
が
壊
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
乾
燥
し
た
種
子
ほ
ど
組
織
が
硬

い
た
め
、
こ
の
影
響
は
著
し
く
な
り
ま

す
。
組
織
が
壊
れ
た
種
子
は
発
芽
力
が

低
下
す
る
だ
け
で
な
く
、
細
胞
内
か
ら

栄
養
分
が
溶
出
し
、
雑
菌
が
繁
殖
し
や

す
く
な
る
の
で
、
乾
燥
し
た
ダ
イ
ズ
種

子
を
水
分
の
多
い
ほ
場
に
播
種
す
る
と

著
し
い
出
芽
不
良
を
招
き
ま
す
。

調
湿
種
子
を
用
い
る
こ
と
で
出
芽
率
が

向
上
す
る

  

そ
こ
で
、

通
常
、
用

い
ら
れ
て

い
る
水
分

10
%
前
後

の
種
子
の

代
わ
り
に
、
種
々
の
方
法
に
よ
っ
て
予

め
水
分
15
%
前
後
に
高
め
て
お
い
た
種

子
（
調
湿
種
子
）
を
使
用
す
る
と
、
水

分
の
多
い
ほ
場
で
吸
水
さ
せ
て
も
種
子

組
織
が
壊
れ
に
く
く
発
芽
力
の
低
下
が

少
な
い
の
で
、
乾
燥
種
子
を
そ
の
ま
ま

播
種
し
た
場
合
と
比
べ
て
出
芽
率
を
大

幅
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図

１
、
図
２
）
。

調
湿
種
子
に
種
子
殺
菌
剤
を
粉
衣
す
る

と
更
に
出
芽
安
定
化
効
果
が
高
ま
る

　
一
方
、
播
種
後
の
降
雨
に
よ
り
ほ
場

の
冠
水
が
長
期
化
し
た
場
合
や
、
そ
の

時
の
水
温
が
高
い
時
な
ど
で
は
雑
菌
が

繁
殖
し
や
す
く
、
こ
の
よ
う
な
条
件
で

も
調
湿
種
子
を
使
用
す
る
と
、
乾
燥
種

子
を
使
用
し
た
時
と
比
べ
て
出
芽
率
は

向
上
し
ま
す
。
し
か
し
、
さ
ら
に
殺
菌

剤
に
よ
る
種
子
粉
衣
（
本
試
験
で
は
ベ

ノ
ミ
ル
・
チ
ウ
ラ
ム
水
和
剤
を
使
用
）

を
併
用
す
る
と
よ
り
効
果
が
あ
が
り
、

冠
水
処
理
し
な
い
対
照
区
に
匹
敵
す
る

出
芽
率
に
な
り
ま
し
た
（
図
３
）
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
調
湿
処
理
と
種
子

殺
菌
剤
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
り
湿
害

時
で
も
安
定
し
て
高
い
出
芽
率
を
確
保

で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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 図1　種子の調湿処理が出芽率に及ぼす影響
図2　水分の多いほ場に播種した時の
   乾燥種子と調湿種子の出芽

図3　播種後の冠水処理が出芽率に及ぼす影響
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大豆作における新たな問題雑草－帰化アサガオ類－特　集
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図1　大豆作に侵入が確認されている帰化アサガオ類
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は
じ
め
に

　
近
年
、
わ
が
国
の
大
豆
作
で
は
外
国
か

ら
侵
入
し
た
雑
草
が
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
は
ヒ
ユ
類
、
イ
ヌ

ホ
オ
ズ
キ
類
、
ア
サ
ガ
オ
類
な
ど
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
現
在
の
技
術
で
は
防
除
が
非
常

に
困
難
で
す
。
今
回
は
こ
れ
ら
の
中
か
ら

温
暖
地
以
西
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
ア
サ

ガ
オ
類
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
（
図
1
）
。

　
な
お
、
平
成
20
年
度
か
ら
農
林
水
産
省

委
託
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
地
球
温
暖
化
が
農

林
水
産
業
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
と
高
度

対
策
技
術
の
開
発
」
の
中
で
、
私
た
ち
は
、

外
国
か
ら
帰
化
し
た
ア
サ
ガ
オ
類
（
以
下
、

帰
化
ア
サ
ガ
オ
類
）
の
分
布
拡
大
予
測
と

防
除
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ど
こ
か
ら
侵
入
し
て
き
た
の
か

　
帰
化
ア
サ
ガ
オ
類
は
熱
帯
お
よ
び
温
帯

ア
メ
リ
カ
の
原
産
で
、
外
国
で
も
問
題
に

な
っ
て
い
る
雑
草
で
す
。
日
本
は
外
国
か

ら
家
畜
の
濃
厚
飼
料
と
し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
や
大
豆
な
ど
を
た
く
さ
ん
輸
入
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
に
帰
化
ア
サ
ガ
オ
類
の

種
子
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
種
子
は
餌
と
と
も
に
家
畜
に
食

べ
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
排
泄
さ
れ
て
堆
厩
肥

に
混
入
し
、
堆
厩
肥
と
と
も
に
圃
場
に
投

入
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
部
は
観
賞
用
に

導
入
さ
れ
た
も
の
が
雑
草
化
し
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

発
生
実
態
と
分
布
拡
大
予
測

　
大
豆
畑
に
お
け
る
発
生
実
態
を
調
査
し

た
結
果
、
帰
化
ア
サ
ガ
オ
類
だ
け
が
大
豆

の
上
を
覆
っ
て
い
る
圃
場
が
あ
り
ま
し
た（
図

2
）。
ま
た
、
畦
畔
に
繁
茂
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
し
た
（
図
3
）
。
こ
の
よ
う

に
大
き
く
生
長
し
て
花
が
咲
い
て
い
る
所

で
は
種
子
が
た
く
さ
ん
で
き
る
の
で
、
そ

の
種
子
に
よ
っ
て
帰
化
ア
サ
ガ
オ
類
が
広

が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
20
年
度
に
行
っ
た
発
生
実

態
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
東
北
地
方
で

は
一
部
を
除
い
て
帰
化
ア
サ
ガ
オ
類
は
問

題
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

生
態
特
性
か
ら
推
定
す
る
と
、
一
部
の
種

類
は
北
海
道
の
大
豆
作
に
も
定
着
す
る
可



図2　大豆の上を覆うマルバルコウ

図3　畦畔で繁茂するマルバルコウ（左）とホシアサガオ（右）

図4　帰化アサガオ5種類の10℃における発芽率

能
性
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

生
態
特
性
と
日
本
に
お
け
る
防
除

　
帰
化
ア
サ
ガ
オ
類
が
大
豆
作
で
問
題
雑

草
と
な
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
ど
の

よ
う
な
対
策
を
と
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。
生
態
特
性
、
特
に
種
子
の
発
芽
が
可

能
な
温
度
、
生
育
や
開
花
結
実
に
か
か
わ

る
温
度
や
日
長
の
影
響
を
知
る
こ
と
は
、

効
率
的
な
防
除
法
を
組
み
立
て
る
上
で
大

変
重
要
で
す
。
　

　
帰
化
ア
サ
ガ
オ
類
は
種
類
に
よ
っ
て
発

芽
で
き
る
温
度
が
異
な
り
、
ホ
シ
ア
サ
ガ

オ
と
マ
ル
バ
ル
コ
ウ
は
他
の
種
類
よ
り
も

低
い
温
度
で
発
芽
が
可
能
で
し
た
（
図
4
）
。

開
花
は
日
長
の
影
響
を
強
く
受
け
ま
す
が
、

種
類
に
よ
っ
て
そ
の
程
度
が
異
な
り
、
開

花
の
時
期
も
異
な
り
ま
す
。
8
月
下
旬
に

発
芽
す
る
と
す
ぐ
に
開
花
し
て
大
豆
収
穫

前
ま
で
に
少
数
な
が
ら
確
実
に
種
子
を
生

産
す
る
も
の
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

種
子
は
種
皮
が
硬
く
休
眠
す
る
の
で
冬
期

の
寒
さ
に
も
耐
え
ら
れ
、
翌
年
だ
ら
だ
ら

と
発
芽
す
る
の
で
一
斉
に
防
除
し
て
し
ま

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
問
題
雑
草
と
な
っ
て
い
る
大
き
な
要
因

と
し
て
日
本
の
大
豆
作
で
使
用
可
能
な
除

草
剤
が
帰
化
ア
サ
ガ
オ
類
に
対
し
て
効
果

が
低
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
帰
化
ア

サ
ガ
オ
類
の
種
子
は
大
き
く
、
芽
生
え
も

大
き
い
の
で
土
壌
処
理
除
草
剤
が
効
き
に

く
く
、
大
豆
の
生
育
期
に
使
用
で
き
る
茎

葉
処
理
除
草
剤
も
効
き
に
く
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
非
選
択
性
の
茎
葉
処
理

除
草
剤
の
中
に
は
効
果
が
高
い
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
大
豆
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に

帰
化
ア
サ
ガ
オ
類
だ
け
を
ね
ら
っ
て
畦
間

処
理
す
る
技
術
は
難
し
く
、
現
在
開
発
中

で
す
。
ま
た
、
つ
る
性
で
大
豆
に
か
ら
み

つ
く
の
で
機
械
に
よ
る
除
草
も
困
難
で
す
。

こ
の
よ
う
な
生
態
特
性
に
よ
っ
て
大
豆
作

に
お
け
る
雑
草
防
除
の
網
目
を
か
い
く
ぐ
り
、

問
題
雑
草
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
、
生
態
特
性
を
も
と
に
、
い
つ
ど

の
よ
う
な
防
除
方
法
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば

効
果
的
か
、
外
国
で
使
用
さ
れ
て
い
る
帰

化
ア
サ
ガ
オ
類
に
効
果
の
あ
る
除
草
剤
が

日
本
の
大
豆
作
に
導
入
で
き
る
の
か
な
ど

に
つ
い
て
研
究
す
る
予
定
で
す
。
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市
民
講
座
開
講
中

 
 

地
域
の
方
々
に
中
央
農

研
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た

め
に
、研
究
者
が
専
門
分

野
の
話
題
を
中
心
に
お
話

す
る
市
民
講
座
を
19
年
10

月
か
ら
開
講
し
ま
し
た
。

毎
月
、第
２
土
曜
日（
9
時

30
分
〜
10
時
30
分
）に
食

と
農
の
科
学
館
で
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

（
今
後
の
予
定
）

第
18
回
3
月
14
日（
土
）

　
　
機
械
が
拓
く
新
し
い
農
業

第
19
回
4
月
11
日（
土
）

　
　
野
菜
の
流
通
は
ど
う
な
っ
て
る
の
?

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
（
開
放
型
研
究
施
設
）

　
民
間
や
大
学
な
ど
と
共
同
し
て
研
究
を
行
う
た
め
に
、

研
究
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

●
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
学
官
共
同
開
発

　
研
究
施
設

●
環
境
保
全
型
病
害
虫
防
除
技
術
開
発
共
同
実
験
棟

●
萌
芽
研
究
推
進
共
同
実
験
棟

利
用
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
管
理
部
　
業
務
推
進
室
（
交
流
チ
ー
ム
） 
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エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
2
0
0
8
に
出
展

  
「
日
本
最
大
級
の

環
境
展
示
会
　
エ
コ

プ
ロ
ダ
ク
ツ
２
０
０

８
」
が
12
月
11
〜

13
日
の
3
日
間
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
で
10
回
目
と

な
り
ま
す
が
、
出
展

者
数
・
来
場
者
数
と

も
過
去
最
大
と
な
り
、

17
万
人
を
超
え
る
来
場
者
で
、
会
場
は
大
い
に

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
中
央
農
研
は
、
「
食
か
ら
始
め
る
エ
コ
ラ
イ
フ

〜
持
続
可
能
な
食
の
た
め
に
、
知
っ
て
買
う
、

感
じ
て
食
べ
る
〜
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
生
活
者
の
た
め
の
食
の
安
全
協
議
会
と
共

同
で
出
展
し
、
バ
イ
オ
燃
料
、
飼
料
イ
ネ
（
牛

肉
、
牛
乳
プ
リ
ン
試
食
）
、
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー

バ
を
展
示
し
、
研
究
者
が
直
接
、
研
究
成
果
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

つ
く
ば
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

に
出
展

 

１
月
23
、
24
日
に
筑
波
農
林
研
究
団
地
共
同

利
用
施
設
に
お
い
て
、
T
X
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
・
i
n
・
ツ
ク
バ
2
0
0
8
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
つ
く

ば
サ
イ
エ
ン
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
江
崎
玲
於
奈

理
事
長
）
が
筑
波
の
研
究
機
関
の
成
果
を
産
業

に
活
か
そ
う
と
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回

は
、
農
研
機
構
が
全
面
協
力
し
ま
し
た
。
中
央

農
研
は
、
ポ
ス
タ
ー
展
示
に
7
課
題
を
出
展
し

た
ほ
か
、
飼
料
イ
ネ
で
育
て
た
牛
肉
や
牛
乳
の

試
食
、
「
今
年
の
ロ
ボ
ッ
ト
」
大
賞
2
0
0
8

を
受
賞
し
た
「
田
植
え
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
特
別
展

示
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
関
係
オ
ー
プ
ン

ラ
ボ
の
公
開
な
ど
で
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
を
担
当

者
が
各
１
分
で
紹

介
す
る
イ
ン
デ
ク

シ
ン
グ
で
は
、

1
0
0
題
を
越
え

る
中
か
ら
昆
虫
等

媒
介
病
害
研
究
チ

ー
ム
の
神
田
絢
美

さ
ん
が
優
秀
賞
を

獲
得
し
ま
し
た
。

一
般
公
開
の
ご
案
内

日
　
時
　
平
成
21
年
4
月
17
日（
金
）10
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
18
日（
土
）10
時
〜
16
時

場
　
所   

食
と
農
の
科
学
館

公
開
内
容
　
・
研
究
活
動
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
（
パ
ネ
ル
、
現
物
等
展
示
）

　
　
　
　
　
・
新
品
種
の
試
食
・
試
飲

　
　
　
　
　
・
そ
の
他
、
農
業
系
研
究
機
関
の
研

　
　
　
　
　
　
究
成
果
を
多
数
展
示

お
問
い
合
せ
先

　
　
　
　
　
企
画
管
理
部
情
報
広
報
課
広
報
係

　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
９
│

８
３
８
│

８
９
８
１
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